
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 生涯学習の推進 

２ 学校教育の充実 

３ 芸術・文化活動の振興 

４ 生涯スポーツの振興 

５ 青少年の健全育成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 中学生によるまちづくり次世代ワークショップ
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現 状 と 課 題 

 １ 生涯学習の推進 

 

 

 

  生活様式の多様化や余暇時間の増大などにより、人生に潤いと豊かさを求める市

民が増え、生涯学習への意欲が高まっています。 

  このため、施設や設備の整備や相談体制の拡充ととともに、学んだ成果を地域に

還元できる仕組みづくりを進める必要があります。また、講座の充実や学習情報の

提供にも努めていく必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

目指すべき方向 

 

◆ 生涯学習の推進 
 

施 策 の 体 系 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

生涯学習の推進 ◆ 生涯学習の推進 ❶ 推進体制の充実 
❷ 施設や設備の整備・充実 
❸ 相談体制の充実 
❹ 学習成果の活用 
❺ 学習機会の充実 
❻ 学習情報の提供 

生涯学習施設利用者の推移

43.241.443.4
40.5

13.413.214.212.6

3.24.2

0

20

40

60

H14年 H15年 H16年 H17年

公民館 図書館 博物館

生涯学習講座の受講者数

39,153

38,747

39,990

40,348

38000

39000

40000

41000

H14年 H15年 H16年 H17年

（人）(万人) 

宇都宮共和大学 市民開放講座 図書館 
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施 策 の 内 容 

 

◆ 生涯学習の推進  
  

❶ 推進体制の充実 

・市民の学習ニーズに対応するため、教育機関との連携

強化を図るなど、推進体制の充実に努めます。 
❷ 施設や設備の整備・充実 

・充実した生涯学習を行えるよう、生涯学習施設の整備

とともに、設備や機器などの充実に努めます。 
❸ 相談体制の充実 

・学習内容や学習方法など様々な相談に適切な助言や支

援ができるよう、相談体制の充実を図ります。 
❹ 学習成果の活用 

・学んだ知識が地域に還元されるよう、指導者やボラン

ティアの活動の場や機会の提供に努めます。 

❺ 学習機会の充実 

・市民の学習ニーズに対応するため、講座の内容や種類

の充実に努めます。 
❻ 学習情報の提供 

・近隣市町や関係機関とのネットワークを形成し、学習

情報の収集を図るとともに、市民が必要とする学習情

報の提供に努めます。 
 

成 果 指 標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 要 事 業 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 
＊学社連携融合事業 期間中継続 

生涯学習環境の整備 期間中継続 

ボランティアネットワークの整備 20～23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

生涯学習施設の利用
者数 

 

 

 

 

 

 

市民 1 人当りの図書
館蔵書数 

 

 

 

 

 

 
 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

生涯学習講座の開催
数 

 

 

 

 

 

 

生涯学習講座の受講
者数 

 

 

 

 

 

 
 (平成 17 年) (平成 23 年)    

生涯学習ボランティ
ア数 

 
 

 

 
 

 

 

  

4 冊 

70 人 

1731回 

4.2 冊

200 人

1800回 39153 人 40000 人

59.7 
万人 

65.2 
万人 
65.2
万人

200 人

40000 人

4.2 冊

1800 回
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現 状 と 課 題 

 ２ 学校教育の充実 

 

 

 

  少子化や核家族化の進展にともない、学校教育に対するニーズはますます多様化

しています。また、地域の絆が弱まるなか、子供たちの人間関係を培う力も弱まっ

ています。加えて、老朽化の進んだ施設の改修とともに、学校規模の適正化も課題

となっており、幼児教育についても更なる充実が求められています。 

このため、基礎学力や体力、社会力の向上とともに、豊かな心の育成に努める必

要があります。また、児童・生徒指導や＊特別支援教育など、９年間の義務教育の

充実を図るため、中学校区ごとの小中連携を推進する必要があります。加えて、施

設や設備の整備や学校規模の適正化とともに、幼児教育の支援・充実に努める必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

目指すべき方向 

 

◆ 人づくり教育の推進 
◆ 学校施設・設備の整備 

◆ 幼児教育の充実 

 

施 策 の 体 系 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

◆ 人づくり教育の推進 ❶ 学力・体力の向上 
❷ 社会力の育成 
❸ 豊かな心の育成 
❹ 児童・生徒指導の充実 
❺ *特別支援教育の推進 
❻ 中学校区ごとの小中学校連携の

推進 
◆ 学校施設・設備の整備 ❶ 学校施設・設備の整備 

❷ 学校規模の適正化 

学校教育の充実 

◆ 幼児教育の充実 ❶ 幼児教育の支援 

児童・生徒数の推移

7,3167,3467,356 7,2757,318

3,6383,6623,7943,8733,978

0

2000

4000

6000

8000

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

(人) 児童数
生徒数
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施 策 の 内 容 

 

◆ 人づくり教育の推進  ❶ 学力・体力の向上 
・児童・生徒の学力の向上を図るため、基礎学習の反復

や副教材の活用とともに、情報活用能力の向上に努め

ます。 
・スポーツを通じた体力づくりを継続的に行っていくと

ともに、食に関する指導や健康教育の充実に努めます。

❷ 社会力の育成 

・豊かな人間性や社会性を育むため、ボランティア活動

や体験学習など通して、地域の人々との交流の促進と

奉仕の精神や実践力・忍耐力の育成に努めます。 
❸ 豊かな心の育成 

・豊かな感性や心を育成するため、道徳教育や人権教育

の充実とともに、外国人との交流を通した国際理解教

育を推進していきます。 
❹ 児童・生徒指導の充実 

・いじめや不登校への共通理解と指導を強化するため、
＊スクールカウンセラーなどの相談体制の拡充ととも

に、関係機関との連携により情報の共有化を進め、適

切な指導や問題の解決に努めます。 
❺ *特別支援教育の推進 

・担任や保護者との連携を図り、障害の程度や種別に応

じた適切な個別指導計画の作成とともに、指導の充実

に努めていきます。 
・適正かつきめ細やかな校内就学指導を確立するため、

定期的な健康診断による障害状況の的確な把握ととも

に、＊特別支援コーディネーターの設置に努めていきま

す。 
❻ 中学校区ごとの小中学校連携の推進 

・人格の基礎づくり教育を推進するため、義務教育の９

年間を見通した教育の推進とともに、小中学校間の教

育課程や学校生活に持続性を持たせるため、中学校区

ごとに小中学校の連携を進めていきます。 
 

◆ 学校施設・設備の整
備 

 ❶ 学校施設・設備の整備 
・地震などの災害への安全性の向上や、災害発生時の避

難場所を確保するため、校舎や体育館などの耐震診断

の実施とともに、耐震補強や改築などを計画的に進め

ていきます。 
・授業や指導の効率化を図るため、教材や教具の整備と

ともに、設備や機器の充実に努めます。 
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❷ 学校規模の適正化 

・学校配置や規模の適正化を図るため、児童・生徒数の

将来推計や地域の実情を勘案して、通学区域などの見

直しや学校の統廃合を検討していきます。 
・小規模校や複式校の教育の充実を図るため、他校との

相互交流を積極的に促進します。 
 

◆ 幼児教育の充実  ❶ 幼児教育の支援 
・幼児期から学童期への教育の継続を図るため、幼保小

の連携を進めていきます。 
・幼稚園の保護者の経済的負担を軽減するため、幼稚園

就園奨励費と＊わんぱく保育事業への支援に努めます。

 

 

 

成 果 指 標 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 要 事 業 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

学力向上連携事業 19～21 年度 
＊適応指導教室の運営 期間中継続 
教育相談員・*スクールカウンセラー配
置事業 期間中継続 

校舎・体育館などの耐震診断・補強工事 期間中継続 

学校規模の適正化事業 19～20 年度 

中学生海外派遣事業 期間中継続 

中学校区ごとの小中学校連携 期間中継続 

教育体験研修センター施設整備事業 19～20 年度 

 

 

 

 

 

 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

小・中連携の中学校
数 

 
 

 

 
 

 

不登校児童生徒数 

 
 

 

 
 

 
 (平成 17 年) (平成 23 年)    

耐震診断対象棟数 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

198 人 

89 棟 

90 人 

0 棟 

2 校 10 校 

０棟

10校 90 人
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現 状 と 課 題 

 ３ 芸術・文化活動の振興 

 

 

 

価値観の多様化や余暇時間の増大などにともない、心の豊かさや潤いのある暮ら

しを求める市民も多くなり、芸術や文化に対する関心も高まっています。 

このため、市民の芸術や文化に親しむ機会の拡充とともに、これら芸術・文化活

動を担う人材や団体の育成を図っていく必要があります。加えて、貴重な文化財を

後世に伝承するため、適正な保存とともに、公開など、その有効活用に努める必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指すべき方向 

 

◆ 地域に根ざした芸術・文化活動の推進 
◆ 文化財の保護・活用 

 

施 策 の 体 系 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

◆ 地域に根ざした芸術・文化活動
の推進 

❶ 芸術・文化事業の充実 
❷ 団体の育成・強化 
❸ 芸術・文化環境の充実 

芸術・文化活動の

振興 

◆ 文化財の保護・活用 ❶ 文化財の保存・活用 

文化財の推移

152 157 157 158159

6666666666

0

50

100

150

200

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

指定文化財
埋蔵文化財

文化施設利用者の推移

36,503 37,099

8,861 6,381 5,740

26,087 18,222
36,291 37,136 41,850

37,357
37,439

26,57627,05626,769
0

50000

100000

150000

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

黒磯文化会館
那須野が原博物館
ハーモニーホール

(人) 

那須野が原博物館 関谷城鍬舞 
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施 策 の 内 容 

 

◆  地域に根ざした芸
術・文化活動の推進 

 ❶ 芸術・文化事業の充実 
・質の高い芸術・文化の鑑賞機会を拡充するため、自主

事業の充実に努めます。 
・将来を担う子供たちの想像力や人間性を高めるため、

児童・生徒が芸術・文化に親しむ機会の拡充に努めま

す。 

❷ 団体の育成・強化 

・芸術・文化の振興を図るため、文化活動を担う人材や

団体の育成とともに、団体間の交流機会の拡充に努め

ていきます。 
❸ 芸術・文化環境の充実 

・市民が芸術・文化に親しみながら文化活動に取り組む

ことができるよう、文化施設や設備の充実に努めてい

きます。 
・芸術・文化の練習や発表を身近な場所でできるよう、

公民館や文化会館、博物館など既存の施設の有効活用

に努めます。 
 

◆ 文化財の保護・活用  ❶ 文化財の保存・活用 
・貴重な文化財を後世に伝承するため、文化財の調査や

研究を進めるとともに、適正な保存に努めます。 
・市内に残る文化財への理解を図るため、文化財の紹介

や公開を進めます。 
・地域の文化や遺産と親しむことができるよう、博物館

や郷土館などの展示内容の充実を図ります。 
 

成 果 指 標 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 要 事 業 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

文化振興事業 期間中継続 

埋蔵文化財包蔵地調査事業 20～23 年度 

古文書のマイクロフィルム撮影 期間中継続 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

市内の文化施設を一
年間に利用した延べ
人数 

 

 

 

 

 

 

指定文化財の数 

 

 

 

 

 

 
 (平成 16 年) (平成 23 年)    

埋蔵文化財の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92760 人 100000 人 158 件 170 件

66 件 80 件 

100000 人 170 件

80 件
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現 状 と 課 題 

 ４ 生涯スポーツの振興 

 

 

 

健康づくりと体力づくりへの関心が高まり、市民のスポーツへの取り組みが活発

になっています。 

このため、市民主体の活動に対する支援や指導者の育成とともに、施設の充実や

市民が気軽にスポーツを楽しめる環境をつくっていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

目指すべき方向 

 

◆ スポーツを楽しめる環境づくり 

 

 

 

 

施 策 の 体 系 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

生涯スポーツの振

興 
◆ スポーツを楽しめる環境づくり ❶ スポーツ団体の育成・支援 

❷ 指導員の育成・強化 
❸ スポーツ施設の整備 
❹ 学校施設などの有効活用 
❺ スポーツイベントの開催と誘致

 

スポーツ施設の利用者の推移

0 5 10 15 20 25

くろいそ運動場

那珂川河畔公園プール

にしなすの運動公園

三島体育センター

塩原運動公園

関谷南公園

塩原B&G海洋センター

(万人)

H17年

H16年

H15年

*学校開放施設の利用者数

0

2

4

6

体育館 校庭 体育館 校庭 体育館 校庭

(万人)

H13年 H14年 H15年

H16年 H17年

黒磯地区   西那須野地区  塩原地区 
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施 策 の 内 容 

 

◆ スポーツを楽しめる
環境づくり 

 ❶ スポーツ団体の育成・支援 
・スポーツの振興と競技力の向上を図るため、体育協会

への支援やスポーツ少年団の育成とともに、＊総合型地

域スポーツクラブの設立と活動支援に努めます。 
❷ 指導者の育成・強化 

・スポーツ活動を通して健康な体力づくりを推進するた

め、指導者の養成とともに、地域スポーツ活動をコー

ディネートする人材の育成に努めます。 
❸ スポーツ施設の整備 

・スポーツ活動の振興を図るため、施設の整備・改修に努

めていきます。 
❹ 学校施設などの有効活用 

・市民が身近な地域でスポーツを楽しめるよう、学校施

設などの開放を促進します。 
❺ スポーツイベントの開催と誘致 

・体力の増進とスポーツを通した交流を促進するため、

スポーツイベントの開催と誘致を推進していきます。

 

成 果 指 標 

 

 

 

 

 

主 要 事 業 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

スポーツ振興基本計画策定 20 年度 

那珂川河畔公園プール整備事業 20～21 年度 
＊総合型地域スポーツクラブの設立・活
動支援 期間中継続 

 

 

 

 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

スポーツ施設の利用
者数 

 

 

 

 

 

 

＊学校開放施設の利
用者数 

 

 

 

 

 

 

124469 人 126000 人534382 人 550000 人 126000 人550000 人
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現 状 と 課 題 

 ５ 青少年の健全育成 

 

 

 

核家族化や少子化、都市化の進展などにより、地域の連帯感が希薄化するなど青

少年を取り巻く環境が急速に変化しています。加えて、非行の凶悪化や低年齢化と

ともに、薬物の乱用など多くの社会問題が生じています。 

このため、家庭教育の充実とともに、家庭と学校、地域が連携を強化し、地域ぐ

るみで青少年の健全育成に取り組んでいく必要があります。また、青少年活動の充

実や関係団体への支援にも努めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

目指すべき方向 

 

◆ 青少年の健全育成 

 

施 策 の 体 系 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

青少年の健全育成 ◆ 青少年の健全育成 ❶ 推進体制の整備 
❷ 家庭教育の充実 
❸ 地域ぐるみの取り組みの推進 
❹ 青少年活動の充実 
❺ 関係団体への支援 

❻ 健全育成の環境づくり 

乳幼児健診
 
 
 
基本検診 
大腸がん検診
肺がん検診 
胃がん検診 
乳がん検診 
子宮がん検診 

青少年関連事業の推移

31 57 57 71 152

3,060

1,809

3,464
3,628

2,201

0

1000

2000

3000
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施 策 の 内 容 

 

◆ 青少年の健全育成  ❶ 推進体制の整備 
・＊青少年プランを策定し、青少年の健全育成推進体制の

整備に努めていきます。 
❷ 家庭教育の充実 

・家庭教育の充実を図るため、情報提供とともに相談体

制の充実に努めます。 
❸ 地域ぐるみの取り組みの推進 

・家庭や学校、地域との連携を図り、子どもを守る運動

や地域ぐるみのサポート活動を推進していきます。 
❹ 青少年活動の充実 

・地域や人とのふれあいのなかで青少年の健全な育成が

図れるよう、交流機会の拡充とともに、生活体験や自

然体験の充実を図ります。 
❺ 関係団体への支援 

・青少年の地域活動を活性化するため、団体のリーダー

や指導者の養成とともに、活動への支援に努めます。

❻ 健全育成の環境づくり 

・犯罪や薬物、＊インターネットの有害サイトなどから青

少年を守るため、正確な知識の普及と啓発活動の推進に

努めます。 
 

成 果 指 標 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 要 事 業 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 
*青少年プランの策定 19～20 年度 

青少年健全育成推進体制の整備・充実 21～23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23 年)

青少年関連事業数 

 

 

 

 

 

 

青少年関連事業参加
者数 

 

 

 

 

 

 
 (平成 17 年) (平成 23 年)    

青少年の街頭補導者
数 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

3060 人 152 事業 

325人 

3400 人170 事業

225 人 

170 事業 3400 人

225 人


